
ひがしくるめ 市　議　会　だ　よ　り ２１９.１.７

古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

校
給
食
の
実
施
、
旧
滝
山
小
学

校
を
リ
ニ
ュ
U
ア
ル
し
た
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
の
設
置
、
本

庁
舎
跡
施
設
に
は
中
央
地
区
セ

ン
タ
U
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
た
ス
ポ
U
ツ
セ
ン
タ
U
は
、

質
の
高
い
サ
U
ビ
ス
の
提
供
に

加
え
、
経
費
の
節
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
設
民
営
化

で
開
園
し
た
ひ
ば
り
保
育
園
、

子
ど
も
セ
ン
タ
U
ひ
ば
り
な
ど

子
育
て
支
援
策
に
寄
与
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
市
民
要
望
の
高
い
特

養
施
設
の
充
実
、
老
健
施
設
の

誘
導
、
開
設
を
導
き
ま
し
た
。

財
政
危
機
宣
言
を
解
除
し
た

と
は
い
え
、
今
後
も
厳
し
い
行

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
共
に
夢
あ
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
は
、
昨
年
の
市
長
選
結

果
を
受
け
て
、
本
格
的
に
動
き

出
し
た
改
革
市
政
の
成
果
を
確

認
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
道
を
開

く
年
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
財
政
危
機
宣
言

の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

進
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
の
開
設
・
中

学
校
給
食
の
完
全
実
施
・
中
央

町
地
区
セ
ン
タ
U
の
開
設
・
保

ウ
ィ
ッ
チ

サ
イ
ド

ア
U

ユ
ゥ

オ
ン
？

悪
の
権
化
は
ど
こ
だ
。
ど
っ

ち
の
側
に
立
つ
か
っ
て
大
事
な

こ
と
な
の
さ
。
昔
の
よ
う
に
右

や
左
で
ご
ま
か
す
こ
と
じ
ゃ
な

い
。
今
の
時
代
も
政
治
の
世
界

は
ご
ま
か
し
多
く
っ
て
、
福
祉

を
言
え
ば
正
義
の
味
方
で
利
権

も
ご
ま
か
せ
た
。
税
金
使
っ
て

私
腹
を
肥
や
す
利
権
の
側
な
の

か
。
税
金
使
わ
ず
利
権
を
壊
す

市
民
の
側
な
の
か
。
右
と
言
っ

て
も
左
と
言
っ
て
も
ご
ま
か
し

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
１
月
、
現
市
長
２
期
目

の
市
政
運
営
が
ス
タ
U
ト
い
た

し
ま
し
た
。
顧
み
れ
ば
現
市
政

は
平
成
15
年
夏
の
財
政
危
機
宣

言
以
来
、
市
民
の
ご
理
解
に
よ

り
平
成
18
年
３
月
に
危
機
宣
言

の
解
除
が
で
き
ま
し
た
。

私
ど
も
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

議
員
団
は
、
野
崎
市
長
の
姿
勢

を
評
価
し
、
共
に
改
革
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
18
年

９
月
に
は
行
政
セ
ン
タ
U
の
残

債
務
を
完
済
し
、
改
革
の
大
き

な
成
果
が
現
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
市
政
か
ら
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
３
事
業
の
中
学

新
生
東
久
留
米

さ
ら
な
る
挑
戦
に

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

育
園
の
公
設
民
営
化
・
子
ど
も

セ
ン
タ
U
ひ
ば
り
の
開
設
、
そ

し
て
滞
っ
て
い
た
行
政
セ
ン
タ

U
の
底
地
の
18
年
度
に
完
全
償

還
等
々
。

い
ず
れ
も
前
市
政
で
は
、
市

民
の
皆
様
に
約
束
し
て
い
な
が

ら
で
き
な
か
っ
た
施
策
で
あ
り

ま
す
。
解
決
可
能
と
な
っ
た
要

因
は
、
ひ
と
え
に
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
本
年
も

力
強
く
前
進
し
ま
す
。
具
体
的

に
は(

１)

「
六
仙
公
園
」
の
整
備

促
進(

１)

乳
幼
児
医
療
費
助
成

無
料
化
の
拡
大(

１)

健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
の
施
策(

１)

学

校
校
舎
の
屋
上
・
壁
面
緑
化
、校

庭
の
芝
生
化(

１)

「
文
化
・
芸
術

振
興
計
画
」
の
策
定(

１)

防

犯
・
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
等
々
。

ど
こ
ま
で
も
納
税
者
の
立
場

に
立
っ
て
税
金
の
ム
ダ
遣
い
を

徹
底
的
に
排
除
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
行
政
評
価
制
度
の
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
し
て
、
行
財
政

改
革
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
歩
む
市
政
を
！

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

景
気
が
回
復
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
、
増
税
と
受
益
者
負
担
の
増

額
な
ど
で
、
厳
し
い
新
年
を
お

迎
え
と
思
い
ま
す
。
東
久
留
米

市
政
は
、
「
財
政
危
機
宣
言
」

を
解
除
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で

は
、
市
有
地
の
売
却
で
何
と
か

つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
て
き
ま
し

た
。地

方
分
権
が
進
み
、
財
政
面

に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
責

任
が
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い

ま
す
。
地
方
自
治
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
車
の
両
輪
の
一
つ
と

言
わ
れ
る
市
議
会
と
し
て
、
市

長
に
対
し
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
民

主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
は
、

法
や
ル
U
ル
に
則
っ
て
、
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
市
議
会
の
議

論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
今
年

か
ら
団
塊
の
世
代
を
地
域
社
会

に
迎
え
ま
す
。
若
い
子
育
て
世

代
に
は
、
明
る
く
、
住
み
や
す

い
、
活
力
の
あ
る
街
が
望
ま
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
元
気
の
あ
る
協
働
の

街
づ
く
り
を
創
り
だ
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

は
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映

さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

歩
む
市
政
を
実
現
の
た
め
に
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
声
が
届
く

市

政

に

！

２
０
０
７
年
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
「
格
差
社
会
」
が

大
き
な
問
題
と
な
り
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
胸
の

痛
む
出
来
事
が
相
次
い
で
起
こ

り
ま
し
た
。
本
来
、
政
治
は
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人

た
ち
の
視
点
に
立
っ
て
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
は
、
誰

に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

小
・
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
、
都
立
清
瀬
小
児
病
院
の

存
続
と
小
児
医
療
の
充
実
、
介

護
保
険
・
障
害
者
自
立
支
援
法

の
負
担
軽
減
な
ど
、
人
が
大
切

に
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
す
。

今
、
国
の
「
税
制
改
革
」
で
、

住
民
税
な
ど
が
増
税
と
な
り
、

市
民
の
暮
ら
し
が
大
変
で
す
。

市
民
に
最
も
身
近
な
市
政
が
、

市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
べ
き

で
す
。
と
こ
ろ
が
市
長
は
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
巨
大
商
業
施
設

の
誘
致
を
計
画
し
、
そ
の
た
め

の
大
型
道
路
建
設
に
税
金
を
投

入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
市
民
の
声
を
聞
き
、

市
民
の
た
め
に
税
金
を
使
う
よ

う
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。新

春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
近
年
に
お
い
て
地
球

温
暖
化
の
影
響
か
類
を
み
な
い

局
地
的
大
雨
や
大
型
の
台
風
の

被
害
が
全
世
界
で
相
次
い
で
お

り
ま
す
。
東
久
留
米
市
で
も
昨

年
９
月
11
日
の
局
地
的
大
雨
で
、

床
上
床
下
浸
水
や
道
路
冠
水
、

道
路
擁
壁
の
崩
壊
な
ど
市
内
交

通
網
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
た

だ
当
日
は
建
設
業
協
会
の
協
力

を
い
た
だ
き
何
と
か
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

雨
水
対
策
は
最
重
要
課
題
と
位

市
民
と
共
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
を
！

市
政
の
闇
を
暴
き

利

権

を

解

体

置
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
９
９
７
年
の
京
都
議
定
書

が
取
り
交
わ
さ
れ
て
か
ら
、
地

球
温
暖
化
防
止
策
が
さ
ま
ざ
ま

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
至

っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

わ
が
市
は
昨
年
10
月
１
日
か

ら
容
リ
法
対
象
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
収
集
も
始
ま
り
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
、
30
年
後
の
東
久
留

米
市
を
想
像
で
き
ま
す
か
？
人

が
ど
れ
だ
け
住
ん
で
い
る
の
か
、

道
路
と
建
物
、
豊
か
な
水
と
緑

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ

も
そ
も
東
久
留
米
と
い
う
名
前

は
残
っ
て
い
る
の
か
。
私
は
全

く
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
こ
に
借
金
は
あ
る
の
で
す
。

東
久
留
米
市
が
抱
え
る
借
金
は
、

30
年
は
無
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
測
で
き
な
い
将
来

に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

今
の
私
た
ち
の
生
活
は
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
東
久
留

米
市
は
、
こ
れ
ま
で
先
送
り
さ

れ
て
き
た
市
役
所
の
土
地
代
の

借
金
を
、
す
べ
て
返
済
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
当
面
の
破
綻
は
無

く
な
り
ま
し
た
。
将
来
の
子
ど

も
た
ち
に
こ
れ
以
上
借
金
を
残

さ
な
い
、
負
担
を
か
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
大
変
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
抱
い

た
同
じ
苦
し
み
を
将
来
の
子
ど

も
た
ち
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、

今
あ
る
借
金
は
私
た
ち
の
代
で

き
ち
ん
と
返
し
、
こ
れ
ま
で
積

み
残
さ
れ
た
課
題
は
、
私
た
ち

の
努
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る
。

そ
れ
こ
そ
が
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

年頭所感

ゴ
ミ
減
量
と
地
球
に
優
し
い
生

活
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

温
暖
化
防
止
の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
今
年
は
「
東
久

留
米
市
緑
の
基
本
計
画
」
の
見

直
し
も
あ
り
、
こ
の
計
画
が

画
餅

が

べ

い

に
帰
さ
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
・
市
民
会
議

し
多
く
っ
て
年
金
ご
ま
か
し
オ

レ
ン
ジ
共
済
、
国
家
で
や
っ
て

い
る
。
海
外
拠
点
に
見
え
な
い

所
で
王
様
暮
ら
し
、
公
僕
意
識

の
欠
片

か

け

ら

も
な
く
し
た
外
務
の
お

役
人
。
右
と
左
で
一
緒
に
な
っ

て
蜜
に
群
が
る
ア
リ
の
よ
う
に

利
権
を
吸
い
続
け
る
国
家
の
無

駄
遣
い
。
前
市
政
の
放
漫
破
綻

財
政
で
は
財
調
100
億
円
が
消
え

た
。
そ
の
闇
の
中
に
は
何
が
あ

る
の
か
？
百
条
委
は
隠
蔽

い
ん
ぺ
い

派
と

闘
い
市
政
の
闇
を
切
り
裂
き
、

市
民
に
明
る
い
光
が
差
込
ん
だ
。

税
金
使
っ
て
私
腹
を
肥
や
す
利

権
の
側
な
の
か
。
税
金
使
わ
ず

利
権
を
壊
す
市
民
の
側
な
の
か
。

あ
な
た
は
守
旧

し
ゅ
き
ゅ
う

派
改
革
派
？
ど

っ
ち
の
側
に
立
つ
の
で
す
か
？

前

進

、
前

進

ま

た

前

進

議
席
　
氏
　
名
　
　
党
　
派
・
会
　
派

番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
　
・
　
電
　
話
　
番
　
号

１
　
間
宮
　
美
季

無
所
属
　
社
会
・
市
民
会
議

本
町
三
―
一
二
―
二
　
ユ
ア
コ
U
ト
東
久
留

米
６
０
２
　
　
　
　
　
　

（
471
）１
２
８
６

２
　
藤
本
　
公
子

公
明
党
　
公
明
党

東
本
町
一
五
―
二
　
ブ
ラ
ン
シ
U
ル
第
３
東

久
留
米
３
０
４
　
　
　
　

（
473
）７
６
４
３

３
　
沢
田
　
孝
康

公
明
党
　
公
明
党

小
山
五
―
二
―
一
三
　
　

（
477
）３
８
３
６

４
　
細
谷
　
祥
子

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

八
幡
町
二
―
一
四
―
三
一

（
478
）０
０
１
０

５
　
田
端
　
六
郎

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

滝
山
五
―
一
三
―
一
二
　

（
473
）２
４
０
３

６
　
原
　
　
紀
子

日
本
共
産
党
　
日
本
共
産
党

幸
町
二
―
一
三
―
一
九
　

（
475
）５
４
６
３

７
　
石
井
　
道
子

日
本
共
産
党
　
日
本
共
産
党

下
里
七
―
一
―
一
〇
　
　

（
473
）８
５
２
７

８
　
富
田
　
竜
馬

民
主
党
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

小
山
一
―
一
〇
―
五

（
連
絡
先
）（
475
）５
２
２
２

９
　
中
野
　
淳
子

民
主
党
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

学
園
町
一
―
六
―
八
　
　

（
421
）９
８
０
６

10

宮
川
　
豊
史

無
所
属
　
久
留
米
ハ
U
ト
ネ
ッ
ト

南
沢
四
―
九
―

五
四
　

（
450
）３
０
２
０

11

馬
場
　
一
彦

無
所
属
　
社
会
・
市
民
会
議

南
沢
二
―
一
一
―
一
〇
　

（
471
）２
１
５
４

12

仲
　
　
隆
広

公
明
党
　
公
明
党

下
里
四
―
一
―
二
〇
―
四
〇
六（
476
）１
１
０
５

13

上
田
　
芳
裕

公
明
党
　
公
明
党

滝
山
六
―
一
―
一
八
―
五
〇
一（
476
）１
４
０
１

14

篠
宮
　
正
明

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

南
沢
一
―
一
六
―
一
四
　

（
471
）１
５
３
８

15

野
島
　
武
夫

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

氷
川
台
一
―
一
〇
―
一
八

（
472
）２
５
６
５

16

並
木
　
克
巳

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

神
宝
町
二
―
六
―
六
　
　

（
479
）２
４
０
０

17

渡
辺
　
建
一

日
本
共
産
党
　
日
本
共
産
党

滝
山
五
―
一
九
―
三
　
　

（
475
）８
０
４
３

18

杉
原
　
元
雄

民
主
党
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

南
沢
五
―
一
九
―
八
―
五
〇
八
（
474
）８
２
０
５

19

白
石
　
玲
子

無
所
属
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

新
川
町
一
―
四
―
一
一
　

（
474
）９
５
２
０

20

池
田
　
治
夫

無
所
属
　
環
境
市
民
派
無
所
属

八
幡
町
二
―
一
四
―
一
七

（
475
）３
７
１
１

21

桜
木
　
善
生

社
会
民
主
党
　
社
会
・
市
民
会
議

滝
山
六
―
二
―
六
―
一
〇
一（
473
）７
６
０
０

22

岸
　
伊
佐
雄

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

下
里
二
―
一
一
―
一
　
　

（
471
）４
６
０
８

23

小
山
　
慣
一

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

小
山
三
―
八
―
一
八
　
　

（
471
）４
４
１
９

24

甲
斐
　
次
義

公
明
党
　
公
明
党

南
沢
一
―
二
七
―
一
七
　

（
471
）７
１
６
１


